
 
　
　
外
壁
と
下
屋
の
水
下
端
部
納
ま
り

□

①
先
張

り
透

湿
防

水
シ
ー

ト

②
防

水
シ

ー
ト

は

2
5
0
m
m
以
上
か

つ

雨
押

え
上
端

よ
り

50

㎜
以

上

水
勾

配

③
先
張

り
透

湿
防

水
シ

ー
ト

と
の

上
下
重

ね
9
0㎜

以
上

①
先

張
り
透

湿
防

水
シ

ー
ト

は
鼻
隠

し
の

下
端

か
ら
1
0
0
㎜

程
度

張
り
下

げ
る

鼻
隠
し

②
台
風
時
に
吹
き
付
け
風
で
入
り
込
ん
だ
雨
水
を
面
材
に
当
て
な
い
た

め
、
屋
根
面
と
壁
面
取
り
合
い
部
の
防
水
シ
ー
ト
は
、
2
50㎜

以
か
つ

雨
押
え
上
端
よ
り
5
0
㎜
以
上
張
り
上
げ
る

③
先
張
り
透
湿
防
水
シ
ー
ト
の
下
に
上
下
の
重
ね
が
9
0㎜

以
上
に
な
る

よ
う
に
透
湿
防
水
シ
ー
ト
を
差
し
込
む

防
水

シ
ー
ト

250㎜
程
度

①
あ
ら
か
じ
め
屋
根
下
地
材
(
垂

木
等
)
と
外

壁
下
地
材
の
間
に
先

張
り
透
湿
防
水
シ
ー
ト
を
、
軒

先
か
ら
2
5
0
㎜
以
上
か
つ
鼻
隠
し

の
下
端
か
ら
1
0
0
㎜
程
度
余
白
を

取
っ
て
張
る

 
　
　
外
壁
と
下
屋
の
水
上

端
部
納
ま
り

□

破
風
板

①
先

張
り

透
湿
防

水
シ

ー
ト ①
先
張

り
防

水
シ

ー
ト

は
破

風
板
下

端
か

ら

1
00
㎜
程

度
張

り
下

げ
る

水
勾

配

②
屋

根
下

葺
き

材
は

2
5
0
m
m
以

上
か
つ

雨
押

え
上

端
よ

り
50

㎜
以
上

③
先
張

り
透

湿
防

水
シ

ー
ト
と

の

上
下

重
ね
9
0
㎜

以
上

②
台
風
時
に
吹
き
付
け
風
で
入
り
込
ん
だ
雨
水
を

面
材
に
当
て
な
い
た

め
、
屋
根
面
と
壁
面
取
り
合
い
部
の
防

水
シ
ー
ト

は
、
250

㎜
以
か
つ
雨

押
え
上
端
よ
り
5
0
㎜
以
上
張
り
上
げ
る

③
先
張
り
透
湿
防
水
シ
ー
ト
の
下
に
上
下
の
重
ね

が
90㎜

以
上
に
な
る
よ

う
に
防
水
紙
を
差
し
込
む

防
水
シ

ー
ト

250㎜
程
度

①
あ
ら

か
じ
め
屋
根
下
地
材
(垂

木
等
)
と
外
壁
下
地
材
の
間
に
先

張
り
透
湿
防
水
シ
ー
ト
を
、
軒

先
か
ら
2
5
0
㎜
以
上
、
か
つ
破
風

板
の
下
端
か
ら
1
0
0
㎜
程
度
余
白

を
取
っ

て
張
る

①
先
張
り
透
湿
防
水
ｼ
ｰﾄを

張
る②

ｻ
ｯ
ｼ
の
ﾌ
ｨ
ﾝ
上
端
か
ら
25
㎜

程
度
、
縦
枠
か
ら
5
㎜
程
度
空

け
、
防
水
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ
を
貼
り
始
め
る

③
(
2
)
の
防
水
ﾃ
ｰﾌ
ﾟの

左
右
端

部
か
ら
2
5
㎜
程
度
伸
ば
し
、

上
枠
か
ら
5
㎜
程
度
空
け
、
防

水
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ
を
貼
り
始
め
る

通
気

5

2570

30

3
0

3
0

30

2
5

縦
枠
ｸ
ﾘ
ｱ
ﾗ
ﾝ
ｽ
:
上
枠
に
滞
留
し
た
雨
水
が
縦
枠
側
に
流
下
す
る
際
に
透
湿
防

水
ｼ
ｰ
ﾄ
を
濡
ら
さ
な
い
為
に
通
水
路
と
し
て
設
け
る

上
枠
ｸ
ﾘ
ｱ
ﾗ
ﾝ
ｽ
:
上
枠
に
滞
留
し
た
雨
水
を
防

水
ﾃｰﾌ

ﾟや
透
湿
防
水
ｼｰﾄ

が
吸

い
上
げ
、
浸
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
為
設
け
る

通
気
層
は
厚
さ
1
5
㎜
以
上

と
す
る

開
口
部
ま
わ
り
胴
縁
は
通

気
を
確
保
す
る
た
め
、

ｻ
ｯ
ｼ
釘
打
ち
ﾌ
ｨ
ﾝを

外
し
て

留
め
付
け
る

ｻ
ｯ
ｼ
ま
わ
り
の
縦
胴
縁
は

通
気
を
確
保
す
る
た
め
、

3
0
㎜
以
上
の
隙
間
を
設
け

る
縦

胴
縁

① ③

②
②

■
 
開
口
部
廻
り
の
施
工

 
　
　
防
水
テ
ー
プ
の
施
工

□

 
　
　
開
口
部
ま
わ
り
の
胴
縁
施
工

□

5

 
　
　
コ
ー
キ
ン
グ
施
工

□

外
装

材

コ
ー
キ

ン
グ

施
工

外
装
材
と
開
口
部
周
り
の
取

り
合
い
部
は
、
上
部
(左

記
の
図
示
部
を
除
く
)
以
外
は

雨
水
浸
入
を
防
ぐ
た
め
に

コ
ー
キ
ン
グ
を
施
す

■
 
配
管
貫
通
部
の
施
工

パ
イ

プ
密

着
面

は
く

離
紙

①
テ
ー
プ
圧
着
の
た
め
、
貫
通
部

ま
わ
り
に
は
下
地
を
設
け
る
こ
と
。

構
造

用
面

材
／
下

地
板

②1
)
背
割
り
に
沿
っ
て
、
は
く
離
紙
が

外
側
に
な
る
よ
う
に
折
り
曲
げ
る
。

2
)
パ
イ
プ
面
に
密
着
す
る
側
の
は
く

離
を
は
が
す

③
雨
水
浸
入
の
隙
間
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
貫
通
部
の
下
側
か
ら
パ
イ
プ

面
に
貼
り
始
め
る
。

防
水
テ
ー
プ
を
左
右
均
等
に
、
背
割

り
部
を
パ
イ
プ
と
透
湿
防
水
シ
ー
ト

の
取
り
合
い
中
央
に
添
え
な
が
ら
、

上
側
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
伸
ば
し

な
が
ら
貼
る
。

④
透
湿
防
水
シ
ー
ト
側
に
貼
る
は
く

離
紙
を
取
り
除
き
、
し
わ
が
入
ら
な

い
よ
う
に
指
先
を
使
っ
て
透
湿
防
水

シ
ー
ト
へ
貼
り
広
げ
る
。

テ
ー
プ
を
伸
ば
す
際
は
、
幅
方
向
と

長
さ
方
向
に
追
従
さ
せ
る
。

※
そ
の
際
、
伸
ば
し
す
ぎ
に
は
注
意

す
る

⑤
貼
り
付
け
た
部
分
は
、
必
ず
圧
着

す
る
。

⑥
　
②
の
と
お
り
に
テ
ー
プ
を
用
意

す
る
。

テ
ー
プ
幅
程
の
重
ね
を
設
け
る
よ
う

に
、
下
側
の
テ
ー
プ
（
③
）
の
上
か

ら
貼
り
始
め
る
。

⑦
貼
り
終
わ
り
も
必
ず
下
側
の
防
水

テ
ー
プ
に
テ
ー
プ
幅
程
度
重
ね
が
で

き
る
よ
う
に
貼
る
。

⑧
貼
り
付
け
た
部
分
は
、
必
ず
圧
着

す
る
。

パ
イ

プ

④
⑤

 
貼

付
け
、

圧
着

③
パ

イ
プ

面
に

貼
付

け
る

パ
イ

プ

⑥
重
ね

る
よ

う
に

貼
付

け

⑦
⑧
 
貼
付

け
、
圧

着

■
 
一
次
防
水
層

 
　
　
透
湿
防

水
シ
ー
ト
の
補
修

□

※
原
則

、
張
り
直
し
を
す
る

補
修
が
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
下
ぶ
き
材
を
増
張
り
す
る

増
張
り
材
は
、
損
傷
部
か
ら
左
右
と
も
に
2
0
0
㎜
以
上
、
上
下
に
10
0㎜

以
上
の
余

裕
を
も
つ
。

増
張
り
材
は
上
下
重
ね
部
に
挿
し
込
み
。
タ
ッ
カ
ー
で
留
め
る
。

2
0
0
m
m以

上

1
0
0
m
m以

上

増
張
り

材

損
傷

部

 
　
　
入
隅
部

□

流
れ

方
向

入
隅
部
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
は
「
八
千
代
折
り
」
と
し
、

切
込
み
は
入
れ
な
い
。

 
　
　
出
隅
部

□

①
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を

②
片
面
粘
着
伸
張
防
水
テ
ー
プ

で
密
着
さ
せ
る

③
水
上
の
下
ぶ
き
材
を
出
隅
か

ら
重
ね
が
2
0
0
㎜
以
上
に
な
る

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
、
重
ね
る

※
防
水
テ
ー
プ
は
、
縮
み
戻
り

の
大
き
い
「
伸
縮
タ
イ
プ
」
は

使
用
し
な
い
。

流
れ

方
向

下
ぶ
き

材
の

立
ち

上
が
り

は
、

2
5
0
m
m
以

上
か
つ

雨
押
え

上
端

よ
り

50
㎜
以

上

下
ぶ

き
材

の
立
ち

上
が
り

は
、

2
5
0
m
m
以
上
か

つ

雨
押
え

上
端

よ
り

50
㎜
以

上

三
面

交
点

①
②

③

左
右

2
0
0㎜

以
上

雨
仕

舞
 
特

記
仕
様
書

(2
)

■
 
下
屋
の
施
工

①

②

③

3
0
~
5
0m
m

3
0
~
5
0m
m

　
開
口
部
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
場
合
は
、
経
年
と
共
に
部
材
の
真
ん
中
が
垂

れ
る
可
能
性
が
あ
る
為
、
上
記
の
よ
う
に
雨
水
を
逃
が
す
仕
組
み
を
取
り
入

れ
る

　
逆
に
、
開
口
部
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
場
合
は
、
部
材
が
垂
れ
る
心
配
も
な

く
、
孔
が
あ
る
こ
と
で
雨
水
浸
入
の
リ
ス
ク
が
増
え
る
た
め
、
塞
ぐ


